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社
・
高
城
・
北
谷
地
区
合
同
女
性
交
流
会

社
公
民
館
11
月
主
催
事
業
の
案
内

社文化祭
中止のお知らせ

わ
い
わ
い
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン
コ
を
作
り
ま

せ
ん
か
？
年
賀
状
に
使
っ
て
も
よ
し
、

小
物
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
付
け
る

も
よ
し
、
味
の
あ
る
仕
上
が
り
に
な
る

こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。　
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

▽
日
時
　
11
月
29
日（
火
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所
　
北
谷
公
民
館 

大
会
議
室

▽
講
師
　
安
藤
文
江
さ
ん（
社
集
落
支

援
員
）

▽
参
加
費
　
無
料

▽
申
込
み
　
11
月
21（
月
）ま
で
に
社
公

民
館
ま
で
。

11
月
健
康
づ
く
り
教
室
（
鳥
取
看
護
大
学
で
実
施
）

　
今
回
の
地
震
で
心
身
と
も
に
お
疲
れ

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。健
康
づ
く
り
教

室
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
と
し

ま
し
て
も
か
な
り
迷
い
ま
し
た
が
、「
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
疲
労
と
寒
さ
を
迎
え
る
こ
の
時
期

だ
か
ら
こ
そ
、
家
庭
・
職
場
等
で
の
感

染
症
に
な
ら
な
い
為
に
も
、
実
施
す
る

こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

▽
日
時
　
11
月
22
日（
火
）13
時
30
分
〜

▽
場
所
　
鳥
取
看
護
大
学

▽
集
合
　
社
公
民
館
12
時
45
分
集
合

　
　
　
　
13
時
出
発
予
定

▽
〆
切
　
11
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
参
加
募
集
人
数
20
人

＊
市
役
所
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
看
護
大

学
に
行
き
ま
す
。やしろ公民館報　406号　
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色紙に書こう会
9：30～

3B書道教室
18：30～

3Ｂ体操
13：30～

囲碁クラブ
19：00～

版画教室
19：00～

なごもう会
12：00～

しゃぼん玉会
19：30～ 公民館主催事業11
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元気体操
13：30～
鳥取看護大学にて

雅印教室
13：30～
北谷公にて
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文化の日

勤労感謝の日

翌日、塚根館長を中心に公民館の棟をシートで
覆うために集まった町民（寺谷）

水道が一時断水し、トイレ用の水を
ポンプでくみ上げる町民（秋喜新町）

87人の地区民が避難した社小学校体育館
非常食、水の提供を受けながら不安な一夜を明かした。

翌日、塚根館長を中心に公民館の棟をシートで
覆うために集まった町民（寺谷）

87人の地区民が避難した社小学校体育館
非常食、水の提供を受けながら不安な一夜を明かした。

『
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
作
り
』

地区民の皆様にはご迷惑をおかけします

社公民館が使用できないため、当分の間
行事は中止とさせていただきます

11 月 6 日（日）に予定されてい
ました社文化祭は中止とさせ
ていただきます。

震
度
６
弱
の
激
震
に
怯
え
る
地
区
民

住
宅
の
瓦
屋
根
に
被
害
が
集
中
、地
区
民
は
無
事

社
公
民
館
建
屋
に
被
害
、当
面
使
用
中
止
に

地
震
翌
日
の
社
地
区
（
写
真
レ
ポ
ー
ト
）

社
文
化
祭
な
ど
行
事
中
止
の
お
知
ら
せ

毎月 2回実施しています給食サービス
は当面、中止させていただきます。

11月12月の集団検診は中止となりました。

お知らせ

突然の激震に見舞われる!10月21日午後

8
ペ
ー
ジ
に
増
刊

今回の地震で被害を受けられた皆様に心よりお見舞い申し上げます

鳥
取
中
部
地
震
緊
急
レ
ポ
ー
ト

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
践
で
住
民
の
安
全
を
守
る
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い
て
い
る
と
し
て
「
応
急
危
険
度

判
定
」の「
危
険
」と
判
断
さ
れ
た

住
宅
が
出
た
。

し
ま
す
。と
は
い
え
先
行
き
不
安

で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。協
議

会
と
し
て
も
今
夜
臨
時
館
長
会
を

開
催
し
、
情
報
共
有
と
今
後
の
対

応
を
相
談
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

社
地
区
、
各
自
治
公
は
日
頃
か

ら
と
て
も
仲
の
よ
い
人
間
関
係
を

作
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

大
災
害
の
時
に
こ
そ
、
日
頃
培
っ

た
助
け
合
い
の
精
神
で
、
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。ど
う
か
一
人
で
抱
え
込
ま
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
お
互
い
に

助
け
を
求
め
合
い
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

社
自
治
公
民
館
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

牧　

尚
志

様
お
疲
れ
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
お
陰
で
大
変
心
強
か
っ
た
で

す
。

　

今
日
は
震
災
か
ら
５
日
目
で

す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
地
域
に
入

り
始
め
、
行
政
対
応
も
少
し
で
す

が
ス
ピ
ー
ド
感
が
出
て
き
た
気
が

　

大
変
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。地
域
の
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。同
時

に
震
災
直
後
か
ら
、各
自
治
公
、社

地
区
公
の
関
係
者
の
皆
様
に
は
的

確
な
緊
急
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。皆

　

予
想
も
し
な
い
突
然
の
激
し
い
揺
れ
が
地
区
住
民
を
襲
っ
た
。天
災
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
い
。平
日

午
後
２
時
と
い
う
時
間
帯
の
た
め
、子
ど
も
た
ち
を
含
め
多
く
の
人
が
自
宅
に
い
な
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
、タ

ン
ス
や
食
器
棚
が
倒
れ
た
住
宅
が
多
く
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
け
が
人
が
出
な
か
っ
た
。ま
た
、
火
災
が
発
生
し

な
か
っ
た
の
は
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
。余
震
の
続
く
中
、社
地
区
の
被
災
状
況
を
緊
急
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

屋
根
瓦
に
被
害
集
中

「
危
険
」
判
定
住
宅
も

散
乱
す
る
家
財
道
具

写真レポート

断
水
・
停
電
・
不
通

続
く
余
震
の
恐
怖

表
紙

同
レ
ベ
ル
の
強
さ
と
防
災
科
学
技

術
研
究
所
は
発
表
し
た
。

　

全
壊
・
半
壊
の
住
宅
被
害
報
告

は
社
地
区
に
幸
い
出
て
い
な
い

が
、
瓦
屋
根
の
被
害
が
多
数
に

上
っ
て
い
る
。瓦
屋
根
の
棟
が
地

震
の
揺
れ
で
崩
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
瓦
の
崩
れ
も
見
ら
れ
る
。

　

福
光
で
は
地
盤
沈
下
で
家
が
傾

　
　

21
日
午
後
２
時
７
分
頃
、
鳥

取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が

あ
り
、倉
吉
市
や
湯
梨
浜
町
、北
栄

町
で
震
度
６
弱
を
観
測
し
た
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
震
源
の
深

さ
は
11
キ
ロ
、
地
震
の
規
模
を
示

す
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）は
６
・

６
と
推
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
地
震
の
揺
れ
は
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
激
し
い
も
の
だ
っ

た
。瞬
間
的
な
揺
れ
の
強
さ
を
示

す
加
速
度
が
１
４
９
４
ガ
ル
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
熊
本
地
震
と
ほ
ぼ

　

ド
ー
ン
と
い
う
地
鳴
り
の
よ
う

な
音
と
と
も
に
余
震
が
続
い
て
お

り
、
震
度
１
以
上
の
揺
れ
を
観
測

し
た
地
震
は
24
日
に
入
り
２
０
０

回
を
超
え
て
い
る
。

　

住
宅
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
瞬

く
間
に
戸
棚
や
タ
ン
ス
な
ど
か
ら

家
財
道
具
が
落
下
し
、
足
の
踏
み

場
の
無
い
状
態
に
。食
器
棚
か
ら

落
ち
て
割
れ
た
食
器
類
も
多
数
に

の
ぼ
り
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

ガ
ラ
ス
や
食
器
の
か
け
ら
で
山
の

よ
う
に
な
っ
た
。

　

地
震
直
後
に
市
内
一
帯
が
停
電

と
な
り
、
携
帯
電
話
が
通
じ
な
く

な
っ
た
。
多
く
の
住
民
は
余
震
に

怯
え
て
家
先
の
道
路
や
駐
車
場
に

集
ま
り
、
揺
れ
る
度
に
血
の
気
を

失
っ
た
。

　

電
話
、
電
気
、
水
道
の
順
に
暗

く
な
る
頃
に
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

回
復
し
、
住
民
に
は
ほ
っ
と
し
た

表
情
が
浮
か
ん
だ
。

震
度
６
弱
の
激
震
に
怯
え
る
地
区
民

地
域
の
皆
様
へ　

被
災
お
見
舞
い

地震翌日の社地区
瓦屋根の崩れ、墓石の倒壊、崖やブロック塀も随所で被害に

翌日はブルーシートで屋根を覆う作業が地区の各所で
見られた。倉吉市は 1世帯 2 枚を無料配布し、
配布場所の市役所には長蛇の列が出来た。

角の法面に亀裂が入った（福光）ブロック塀が倒れ歩道をふさぐ（国府）

墓所では多くの墓石が倒れた（寺谷）

一次避難所で近所のお店からおでんの差し
入れを食べる町民（秋喜新町）

地震で散乱した民家の台所

鳥取中部地震緊急レポート①



た
３
年
生
の
安
全
を
確
認
す
る
た

め
通
学
路
の
確
認
に
走
っ
た
。

　

同
校
は
一
昨
年
、
耐
震
工
事
を

完
了
し
た
ば
か
り
。水
道
管
の
破

裂
や
地
面
の
亀
裂
等
が
発
生
し
た

が
、
建
物
自
体
に
は
損
傷
が
な

か
っ
た
。

　

同
校
は
体
育
館
が
避
難
所
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
教
職
員

は
児
童
を
帰
宅
さ
せ
た
後
、
そ
の

対
応
に
追
わ
れ
た
。

表
紙

の
見
回
り
も
行
っ
た
。

　

平
日
の
昼
間
の
地
震
で
、
自
主

防
災
組
織
と
同
じ
体
制
は
当
然
組

め
な
い
ま
で
も
、
数
年
前
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
防
災
体
制
が
現
実

に
活
か
さ
れ
た
。

班
長
に
連
絡
を
取
り
、
区
民
の
方

の
安
否
確
認
を
行
い
、
負
傷
者
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。（
家
屋
の

被
災
は
多
数
あ
り
）

　

地
震
発
生
当
時
、
加
藤
館
長
は

湯
梨
浜
町
で
屋
外
に
い
た
が
、
奥

様
か
ら
の
電
話
で
地
区
の
惨
状
を

知
り
、
急
き
ょ
帰
宅
。す
ぐ
に
、
各

　

大
谷
茶
屋
自
治
公
民
館
で
は
、

ち
ょ
う
ど
催
事
の
準
備
で
地
震
発

時
に
公
民
館
に
い
た
釜
本
孝
義
さ

ん（
62
歳
）や
花
植
に
集
ま
っ
て
い

た
女
性
数
人
、
ま
た
自
宅
に
い
た

牧
館
長
が
駆
け
つ
け
、
館
長
指
揮

の
下
、素
早
い
対
応
を
と
っ
た
。

　

多
く
の
住
民
が
被
災
を
恐
れ
て

道
路
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
公

民
館
前
の
空
き
地
に
一
次
避
難
所

と
な
る
テ
ン
ト
を
地
震
発
生
一
時

間
後
に
は
設
営
。ゴ
ザ
を
敷
き
ス

ト
ー
ブ
も
持
込
ん
だ
。ま
た
、手
分

け
を
し
て
水
を
確
保
し
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
、炊
飯
器
を
用
意
し
て
、炊
き

出
し
の
準
備
を
行
い
、
夕
方
に
は

実
際
に
１
０
０
人
以
上
の
お
に
ぎ

り
と
味
噌
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

　

住
民
の
安
否
確
認
も
同
時
に
行

い
独
居
老
人
宅
な
ど
へ
個
別
に
訪

問
。町
内
放
送
を
再
三
行
っ
て
一

次
避
難
所
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け

た
。午
後
11
時
頃
に
は
空
き
巣
対

策
の
た
め
２
班
に
分
か
れ
て
町
内

を
再
度
実
施
し
た
。公
民
館
も
被

害
状
況
を
調
査
し
、
危
険
と
判
断

し
た
た
め
再
度
防
災
無
線
に
て
公

民
館
に
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
放

送
。

　

23
日（
日
）に
は
、
館
長
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
声
掛
け
を
行

い
、12
名
が
集
ま
り
、高
齢
者
だ
け

の
世
帯
や
独
居
世
帯
で
震
災
被
害

の
あ
っ
た
屋
根
10
軒
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
張
っ
た
。翌
日
以
降
も

資
材
調
達
等
協
力
し
な
が
ら
作
業

は
続
け
て
い
る
。ま
た
強
風
で
、避

難
所
テ
ン
ト
が
倒
れ
た
た
め
、
利

用
者
も
い
な
か
っ
た
の
で
こ
の
日

に
撤
去
。

　

和
田
で
は
自
主
防
災
組
織
を
つ

く
り
区
民
台
帳
を
整
備
し
て
お

り
、
２
〜
３
年
に
一
度
の
頻
度
で

更
新
し
て
い
る
。世
帯
の
人
数
、名

前
、年
齢
、勤
務
先
や
緊
急
時
の
遠

方
の
家
族
な
ど
の
連
絡
先
が
網
羅

さ
れ
て
お
り
、
防
災
マ
ッ
プ
で
決

め
て
い
る
各
避
難
場
所
の
責
任
者

と
館
長
が
保
管
し
引
き
継
い
で
い

る
。ま
た
、
各
責
任
者
に
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
ー
・
メ
ガ
ホ
ン
・
ラ
イ
ト

な
ど
も
配
布
し
、
緊
急
時
で
も
密

な
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
い

た
。

　

和
田
公
民
館
も
屋
根
瓦
が
崩
れ

る
な
ど
の
被
害
を
受
け
て
い
る
た

め
、
空
き
地
に
テ
ン
ト
を
設
営
し

た
の
が
午
後
４
時
頃
。電
源
や
暖

房
具
・
仮
設
ト
イ
レ
等
を
設
置
し

て
避
難
体
制
を
整
え
た
。

　

各
班
長
を
通
じ
て
一
次
避
難
所

の
設
置
を
連
絡
し
た
。結
果
と
し

て
２
名
が
和
田
の
仮
設
テ
ン
ト
の

避
難
所
で
一
夜
を
明
か
し
た
。館

長
も
深
夜
ま
で
付
き
添
っ
た
。炊

き
出
し
等
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、

近
所
の
人
た
ち
か
協
力
し
て
食
料

や
飲
み
物
を
持
ち
寄
る
な
ど
し

て
、避
難
所
の
利
用
者
を
支
え
た
。

　

翌
22
日
に
は
区
民
全
員
の
家
屋

に
つ
い
て
被
害
状
況
と
安
否
確
認

独
居
老
人
宅
も
巡
回
し
た
大
谷
茶
屋
自
治
公
民
館

自
主
防
災
組
織
の
整
う
自
治
会
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
践
で
住
民
の
安
全
を
守
る
。

一
次
避
難
所
の
設
置
、
炊
き
出
し
に
１
０
０
人

自
主
防
災
組
織
が
機
能
し
た
和
田
自
治
公
民
館

秋
喜
新
町
自
治
公
民
館

安
否
確
認
、
一
次
避
難
所
の
設
置

駐
車
場
に
一
次
避
難

社
公
民
館
が
当
面
使
用
中
止
に

地
区
民
87
人
が
一
夜
を
明
か
す

社
小
児
童
は
数
分
で
校
庭
に
避
難

一
昨
年
完
了
し
た
耐
震
工
事
で
校
舎
も
無
事

備
の
手
順
を
聞
い
て
い
た
。地
震

発
生
後
、
体
育
館
に
い
た
児
童
は

担
任
の
引
率
で
校
庭
へ
、
教
室
に

い
た
児
童
は
校
庭
か
ら
の
避
難
指

示
で
す
ば
や
く
校
庭
に
出
て
数
分

後
に
は
避
難
を
完
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
直
前
に
下
校
し
て
い

　

社
小
学
校
（
米
村
秀
昭
校
長
・

２
９
０
人
）で
は
、地
震
発
生
数
分

後
に
は
全
員
校
庭
に
避
難
し
、
安

全
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
日
は
学
習
発
表
会
の
準
備

で
体
育
館
に
多
く
の
児
童
が
お

り
、
４
年
生
以
上
は
各
教
室
で
準

　

近
年
に
竣
工
し
た
国
府
公
民
館

で
は
、地
震
で
も
避
難
の
一
時
場
所

と
し
て
利
用
で
き
た
が
、和
田
公
民

館
、
国
分
寺
公
民
館
、
寺
谷
公
民
館

な
ど
、多
く
の
公
民
館
で
地
震
防
災

で
は
機
能
を
十
分
に
果
た
せ
な
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

地
域
防
災
の
最
小
単
位
の
拠
点

で
あ
る
自
治
公
民
館
で
も
地
震
被

害
が
発
生
し
た
。

　

地
震
後
、
素
早
い
対
応
で
、
住
民
の
安
否
確
認
や
一
次
避
難
場
所
設
置
な
ど

の
緊
急
対
応
を
行
っ
た
大
谷
茶
屋
自
治
公
民
館
（
牧
尚
志
館
長
）
和
田
公
民
館

（
加
藤
館
長
）な
ど
自
主
防
災
組
織
を
持
つ
自
治
会
の
行
動
を
検
証
す
る
。

町
単
位
の
地
域
防
災
の
拠
点

自
治
公
民
館
も
被
害
に
遭
う

................................................................

...................................................................................................

　

社
地
区
の
避
難
所
と
な
っ
た
社
小
学
校
体
育
館
に

は
２
日
、
87
人（
女
性
53
人
男
性
24
人
）の
地
区
民
が
自

主
避
難
し
た
。避
難
所
で
は
倉
吉
市
の
避
難
所
担
当
職

員
ら
５
人
が
対
応
に
当
た
っ
た
。

　

体
育
館
に
ゴ
ザ
が
し
か
れ
、
ス
ト
ー
ブ
も
焚
か
れ

た
。避
難
し
た
人
に
は
水
と
非
常
食
の
支
給
が
行
わ
れ

た
。こ
の
う
ち
福
光
の
松
井
絵
美
さ
ん（
36
歳
）は
住
宅

の
瓦
屋
根
が
壊
れ
危
険
と
判
断
し
て
家
族
と
と
も
に

7
人
で
避
難
。余
震
が
続
く
不
安
な
一
夜
を
過
ご
し

た
。

　

25
日
現
在
、
28
人
が
避
難
所
で
寝
泊
ま
り
し
て
い

る
。 社

小
学
校
に
自
主
避
難

建物被害や引き続き発生している強い余震を避けて避難する地区民

瓦屋根の棟が崩れた和田公民館

寺谷公民館も瓦屋根に被害

和田自主防災会の避難テント

いたるところ破損した社公民館

パチンコ店の協力で
駐車場にテントを設置

簡易トイレ

り
、安
否
確
認
、怪
我
の
有
無
と
火

の
元
の
安
全
確
認
を
求
め
た
。近

く
の
パ
チ
ン
コ
店
に
許
可
を
も
ら

い
駐
車
場
に
10
数
名
が
一
次
避

難
。防
災
用
の
リ
ヤ
カ
ー
も
使
用

し
た
。夕
方
に
は
同
駐
車
場
に
テ

ン
ト
２
張
り
を
設
置
し
た
。ま
た

断
水
で
ト
イ
レ
が
使
え
な
い
と
い

う
住
民
の
声
で
、
輪
王
子
川
か
ら

ポ
ン
プ
で
水
を
汲
み
上
げ
た
。　

　

秋
喜
新
町
自
治
公
民
館
で
は
、

地
震
発
生
の
30
分
後
、
災
害
用
メ

ガ
ホ
ン
を
手
に
有
志
が
町
内
を
回

　

こ
の
度
の
地
震
で
社
公
民
館
建

屋
内
部
の
破
損
が
甚
だ
し
く
、
立

入
が
危
険
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
、
当
面
の
間
使
用
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。地
区
民

の
皆
様
に
は
そ
の
間
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
門
脇
館
長
）

鳥取中部地震緊急レポート②



　

９
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
、
社
小
学
校
を
会
場
に
社
地
区

大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

時
に
は
笑
顔
あ
ふ
れ
、
時
に
は
真

剣
に
、時
に
は
睦
ま
じ
く
、時
に
は

可
愛
く
、
何
よ
り
心
配
し
て
い
た

天
候
は
雨
も
な
く
そ
し
て
、
大
き

な
怪
我
も
な
く
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。自
治
公
体
育
部
長

さ
ん
・
社
体
育
振
・
久
米
中
中
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
前

日
準
備
、
当
日
の
て
き
ぱ
き
と
し

た
運
営
、
片
付
け
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
総
合
成
績
】　　

▽
優
勝
‖
横
田
▽
準
優
勝
‖
大
谷

茶
屋
▽
３
位
‖
秋
喜

①
綱
引
き　

▽
優
勝
‖
国
府
▽
準
優
勝
‖
大
谷

茶
屋
▽
３
位
‖
国
分
寺
・
秋
喜

②
男
女
総
合
リ
レ
ー

▽
優
勝
‖
横
田
▽
準
優
勝
‖
秋
喜

新
町
▽
３
位
‖
大
谷
茶
屋

③
マ
ラ
ソ
ン

卓
や
う
ち
わ
な
ど
6
種
類
の
中
か

ら
く
じ
を
引
い
た
も
の
で
ト
ラ

イ
。思
う
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
打
て

ず
悪
戦
苦
闘
だ
っ
た
。そ
の
意
外

性
が
面
白
い
。

　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
ジ
は
、
縄
跳
び
2

本
が
回
っ
て
い
る
中
を
飛
ぶ
も

の
。入
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
か
な

か
わ
か
ら
ず
縄
に
絡
ま
る
ば
か

り
。そ
の
中
で
、飛
べ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
歓
声
が
上
が
る
ほ
ど
盛

り
上
が
っ
た
。

　

ふ
ら
ば
ー
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

は
、
変
形
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の
競

技
。初
め
て
の
ボ
ー
ル
の
感
覚
が
、

楽
し
く
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
競
技
だ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
を
、
思
う
存

分
楽
し
み
、
そ
の
時
の
様
子
が
日

本
海
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
C
A
T
V
）で
放
映
さ
れ
た
！

総
合
優
勝
は
今
年
も
横
田
!

社
大
運
動
会
結
果
報
告

☆
次
の
課
題
は
「
迷
う
」
で
す
。

11
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
公
民
館
へ
お
届
け
下
さ
い
。

杖
を
つ
き
ほ
や
ほ
や
せ
ず
に
前
を
見
て

登
り
坂
平
気
平
気
が
千
鳥
足

政
活
費
平
気
な
噓
の
領
収
書

年
重
ね
全
て
の
事
は
平
気
で
す

吊
り
橋
も
キ
ミ
が
居
る
か
ら
平
気
で
す

ほ
や
ほ
や
の
十
五
で
勤
め
糸
紡
ぎ

ほ
や
ほ
や
だ
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
お
こ
う

煎
餅
も
ス
ル
メ
も
平
気
歯
が
宝

ほ
や
ほ
や
と
毎
日
過
ご
し
肥
満
体

病
み
あ
が
り
平
気
な
顔
を
そ
っ
と
出
す

歩
く
で
な
い
道
の
ま
ん
中
ほ
や
ほ
や
と

ほ
や
ほ
や
の
新
米
前
に
手
を
合
わ
せ

ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
新
入
社
員
光
っ
て
る

平
気
だ
と
や
せ
が
ま
ん
し
て
登
る
山

初
恋
は
今
も
平
気
で
語
れ
な
い

ほ
や
ほ
や
の
鯛
焼
き
恋
し
秋
が
来
た

み
え
こ

理　

子

哲　

夫

登
美
子

雄　

大

シ
ゲ
ヨ

　

正
す
み
れ

賀
寿
恵

た
か
子

け
い
こ

春　

優

佳
代
子

吹　

苑

瑛　

子

智　

子

「
平
気
」「
ほ
や
ほ
や
」

社
句
会

社
川
柳
会
364

224

☆
次
回
は
11
月
7
日
（
月
）
吟
行
句
会
で
す
。

　

午
前
９
時
社
公
民
館
前
に
、
飲
み
物
各
自
持
参
で
集

合
し
て
下
さ
い
。
行
き
先
は
天
候
に
よ
り
当
日
朝
決
ま

り
ま
す
。
不
在
投
句
は
５
日
（
土
）
ま
で
に
社
公
民
館

に
届
け
て
下
さ
い
。

憶
良
歌
碑
建
つ
て
ふ
史
跡
秋
の
声

秋
雨
の
静
か
な
郷
で
あ
り
し
か
な

紅
萩
の
盛
り
を
見
せ
て
枝
垂
れ
け
り

秋
草
の
名
前
言
ひ
つ
つ
訪
う
古
刹

法
話
聞
き
山
菜
料
理
栗
御
飯

山
寺
を
渡
る
鐘
の
音
秋
惜
む

一
本
の
薄
紅
葉
あ
り
庭
広
し

風
が
押
す
稲
穂
は
重
し
う
ね
り
か
な

婚
の
家
に
な
び
く
風
あ
り
秋
桜

焼
い
て
よ
し
揚
げ
て
と
ろ
け
る
秋
茄
子

（
十
一
月
の
歳
時
記…

早
田　

圭
吾
選
）

大
根
を
鷲
づ
か
み
に
し
五
六
本

蝶
の
黄
を
淡
し
と
思
う
石
蕗
の
花

吉
田
や
す
子

牧
田
賀
寿
恵

村
本
普
喜
子

秋
藤　

洋
子

伊
藤
一
七
子

大
下　

智
子

小
椋　

恭
子

永
見　

松
明

西
尾　

良
子

早
田　

圭
吾

高
濱　

虚
子

五
十
嵐
播
水

さ
と

も
み
じ

な
す
び

こ
さ
つ

つ　

は

面
白
卓
球
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

　

10
月
16（
日
）に
社
小
学
校
で
、

ぺ
っ
！
や
し
ろ
主
催
の
お
も
し
ろ

卓
球
・
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
ジ
・
ふ
ら
ば

ー
る
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
を
開
催
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
小
学
生
か
ら
70
代

ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
で
の
開
催

　
「
や
し
ろ
こ
こ
に
あ
り
！
新
生
や
し
ろ
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、 

今

年
の
公
民
館
指
定
事
業
を
展
開
し
て
い
る
『
ぺ
っ
!
や
し
ろ
』。 

今
回
は
誰
で

も
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
球
技
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

10
月
19
日（
水
）午
後
か
ら
、三
朝

温
泉
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
山
根
隆
治
氏
を
招
い
て
健
康
教

室
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
腰
・
肩
・
膝
の
痛
み
の
改
善
に

日
常
生
活
で
出
来
る
こ
と
」と
題
し

て
実
技
指
導
と
合
わ
せ
て
の
講
義

で
し
た
。残
念
な
が
ら
、
受
講
生
が

９
名
と
少
な
か
っ
た
が
、そ
の
分
講

義
の
後
、一
人
ひ
と
り
の
質
問
に
対

し
て
丁
寧
に
応
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
者
は「
た
い
へ
ん
良
い
話
で

し
た
。ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
を
考
え

て
み
ま
す
。皆
さ
ん
に
話
し
て
聞
か

せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
。」
な
ど
参
加

し
て
良
か
っ
た
と
い
う
声
が
ほ
と

ん
ど
。

　

先
生
の
最
後
の
言
葉
が
印
象
的

だ
っ
た
。「
あ
と
で
や
ろ
う
と
思
っ

て
も
や
れ
た
試
し
が
な
い
や
る
な

ら
ば
い
つ
で
も
い
ま
だ
」相
田
み
つ

お…

筆
者
は
早
速
店
頭
に
行
き
そ

の
道
具
を
購
入
し
た
。

と
な
っ
た
が
、
年
齢
な
ん
て
な
ん

の
そ
の
！
み
ん
な
が
、
た
く
さ
ん

笑
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
を
楽

し
ん
だ
。

　

面
白
卓
球
は
、
用
具
を
く
じ
で

引
く
と
こ
ろ
か
ら
。ど
の
用
具
で

卓
球
す
る
か
は
そ
の
時
の
運
！
茶

　

そ
の
行
為
は
、
子
ど
も
へ
の
虐

待
な
の
だ
と
伝
え
る
こ
と
が
気
づ

き
に
な
り
、
そ
の
行
為
が
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ひ
と
り
ひ

と
り
に
で
き
る
こ
と
は
、

・
虐
待
と
思

わ
れ
る
事
実

を
知
っ
た
と

き
に
は
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

・
子
育
て
中
の
親
子
に
や
さ
し
い

ま
な
ざ
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口　

倉
吉
児
童
相
談
所

（
☎
２
３
｜
１
１
４
１
）
／　

市
役

所
子
ど
も
家
庭
課
（
☎
２
２
｜
８

１
２
０
）　

　

児
童
虐
待
で
の
死
亡
件
数
や
相

談
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。児
童
虐
待
は
身
体
的
虐
待
、性

的
虐
待
、ネ
グ
レ
ク
ト
、心
理
的
虐

待
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
に
悩
み
、
解
決
策
が
見

つ
か
ら
ず
、
わ
が
子
に
手
を
あ
げ

て
し
ま
う
よ
う
な
保
護
者
も
あ
り

ま
す
。迷
っ
て
い
る
こ
と
、困
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
一
緒
に

解
決
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と

い
う
気
持
ち
で

周
囲
の
人
た
ち
が
接
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

♢
小
学
生
の
部

▽
優
勝
‖
岡
本
蓮
汰（
大
沢
）　

▽
準
優
勝
‖
佐
々
木
潤（
大
谷
）

▽
３
位
‖
澤
村　

颯（
馬
場
町
）

♢
中
高
生
の
部

▽
優
勝
‖
石
坂
悠
真（
横
田
）　

▽
準
優
勝
‖
松
本
生
成（
横
田
）

▽
３
位
‖
仲
井
竜
馬（
不
入
岡
）

♢
一
般
の
部

▽
優
勝
‖
田
中
和
人（
国
府
）　

▽
準
優
勝
‖
前
田
直
樹
（
秋
喜
新

町
）▽
３
位
‖
長
谷
川　

淳
（
横

田
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

【
金
一
封
】

本
田　

彩
美　

様
（
大
谷
）

夫　

和
之
さ
ん　

五
十
四
歳

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

公
民
館
施
設
充
実
費
と
し
て

山
根
先
生
の

健
康
づ
く
り
教
室

.................................................

.................................................

.................................................

ふらばーるボールバレーを楽しむ参加者腰・肩・膝の痛みの改善の指導を受ける参加者

総合優勝、男女総合リレー優勝など今年も圧勝の横田チーム

※

お
知
ら
せ　
　

倉
吉
市
民
大
会
結
果
は
12
月
館
報
で
掲
載
い
た
し
ま
す

ぺ
っ
！
や
し
ろ


